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世界各国の政府投資

高度なデジタル ツールで、より多くの
交通プロジェクトを計画・実現
交通ネットワークは社会の基盤であり、世界中
で物資、経済、サービス、人々の移動を支える
中心的存在です。

年々、交通業界は建築、エンジニアリング、建
設、運用（AECO）業界の中で最大かつ最も成長
の早い分野となっています。1

道路、鉄道、橋梁、トンネル、空港が、かつて
ないスピードで建設されています。世界の交通
インフラ建設への支出は、2025 年には 3.5 兆米
ドルに達すると予測されています。2 その投資の
大部分は、経済を活性化するだけでなく、気候
変動の緩和という責務を果たすことにも関心を
寄せている地方、地域、そして国家レベルの政
府によって行われています。

この支出に伴う交通プロジェクトの大幅な増加
への対応は、現代の交通関連組織にとって大き
な課題となります。しかし同時に、国や地域の
経済における成長の成功に向けた大きなチャン
スでもあります。

本 eブックでは、柔軟かつ安全な交通エンジニア
リング ソフトウェア ソリューションが、効率的
で革新的、強靭かつ持続可能な交通インフラの
実現をいかに支援できるかをご紹介します。こ
れにより、経済成長を後押しし、イノベーショ
ンを促進し、交通関連の事業や人材、さらには
業界全体に、未来に備えたスキルを備えること
が可能となります。

出典: インド道路交通・高速道路省 

道路に対する投資額

INR 2.8 兆

IND

（USD 337 億）

出典: インド道路交通・高速道路省 

鉄道に対する投資額

INR 2.6 兆

IND

（USD 313 億）

出典: 米国議会予算局

連邦・州・地方政府の交通およ
び水インフラに対する投資額

USD 6260 億

US

出典: オーストラリア インフラ・運輸・
地域開発・地方自治大臣

新規および既存の道路および鉄
道インフラに対する投資額

AUS

AUD 171 億

（USD 112 億）

出典: 欧州委員会

EU の気候目標を達成するため
の国境を越えた鉄道・内陸輸
送・海運の改善プロジェクト

EUR 70 億

EU

出典: 欧州委員会

EU 各国政府による年間交通投資

EUR 3000 億
EU

* 2	 The Business Research Company

http://www.thebusinessresearchcompany.com/report/transportation-infrastructure-construction-global-market-report
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* 3	ASCE – 「インフラストラクチャ レポート カード」

業界を牽引する団体 である米国土木学会（ASCE）が 2025 年に発表した最新の報
告書では、米国におけるインフラの現状が示されています。老朽化したインフラ 
システムは、自然災害や異常気象によるリスクの増大に直面しており、公共の安全
や経済に深刻な脅威をもたらしています。3

主要なパフォーマンス指標に関するデータが不十分または入手できない状況が、特
定のインフラ分野に引き続き影響を与えています。さらに、多くのインフラ分野で
は資産の基本的な台帳すら欠いており、そのため資産管理の実践が困難になってい
ます。

この状況を改善するには、道路や鉄道から空港、橋梁、トンネルに至るまで、あら
ゆる交通インフラへの継続的な政府投資が不可欠です。しかし、それだけでは十分
ではありません。必要とされているのは、地域の拡大や利用動向を考慮しながら新
しい技術や働き方を導入し、経済成長への道を開き、新しい計画やプロジェクト設
計を最大限に活用しようとする姿勢です。

3

老朽化するインフラへの
新たなアプローチの必要性

第 1 章

交通による CO2 の
気候への影響:

交通は、世界の温室効果ガス
排出量の 17% を占めています

https://infrastructurereportcard.org/economics/
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世界中で新たなインフラ整備の緊急性が
高まっています。世界の交通インフラ
には、2040 年までに 50 兆米ドルの投
資が必要とされています。5  米国だけで
も、高速道路や主要道路の 5 マイルごと
に 1 マイルが劣悪な状態にあり、さらに 
45,000 本の橋梁が同様の状態にありま
す。

過去 1 年間に投資が増加したにもかかわ
らず、同国のインフラは ASCEの「インフ
ラストラクチャ レポート カード」で総合
評価 C にとどまりました。今求められて
いるのは、データを活用することで全体
的な改善を加速させる好機を逃さず活か
すことです。

老朽化するインフラ 

企業はデータ量の大幅な増加に直面して
います。そのデータはさまざまなソフト
ウェア ツールに分散しており、73% の
プロジェクト チームが日常的に 6 種類以
上のソフトウェア ツールを使用していま
す。FMI の報告 4 によると、最大規模の
インフラ プロジェクトでは、平均して 1 
億件以上のメール、5,000 万件の文書、
1,000 万件のワークフローが必要とされ
ています。

多くの企業はこれほど膨大な情報を処理
できず、取得されたデータの 95.5% が現
在は未活用のままとなっており、非効率
や手戻りの原因となっています。適切な
ツールを用いてデータの価値を引き出す
ことは、より容易で効率的なコラボレー
ション、そして交通インフラ プロジェク
トの成功へとつながる重要なステップで
す。

データ

世界各国の政府は、経済をより持続可能
で気候変動に強靭なものとするために、
インフラへの投資が不可欠であることを
認識しています。世界中の先進市場およ
び新興市場の両方で、すでに制定されて
いる法制度（米国の IIJA や IRA、インド
の NIP、EU の RRF や TEN-T など）が、
このような投資を後押しすることになっ
ています。

世界が 2050 年の国連のネット ゼロ目標
を達成するためには、今後 10 年の終わ
りまでに各分野で毎年数兆ドル規模の投
資が必要となります。6 したがって、電気
充電を組み込んだ新たな交通インフラ ソ
リューションを開発する機会は非常に大
きいのです。

気候への懸念 

今日の土木エンジニアリング企業が直面する課題 

* 4	「ビッグデータ: E&C 業界における大きな問い」
* 5	欧州投資銀行 – 「インフラ ソリューション: 持続可能な未来に向けて交通を適応させる方法」
* 6 	国際エネルギー機関 –「2050 年までのネット ゼロ」

https://www.eib.org/en/essays/sustainable-transport-investment
https://www.eib.org/en/essays/sustainable-transport-investment
https://www.eib.org/en/essays/sustainable-transport-investment
https://infrastructurereportcard.org/economics/
https://infrastructurereportcard.org/economics/
https://fmicorp.com/uploads/media/FMI_BigDataReport.pdf
https://www.eib.org/en/essays/sustainable-transport-investment
https://www.iea.org/reports/net-zero-by-2050
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* 8	世界経済フォーラム – 「雇用の未来レポート 2025」5

交通プロジェクトには多額の予算、複雑
な設計、コラボレーションや透明性の確
保、そしてすでに収集されている膨大な
データを活用する方法が求められます。

さらに、こうした重要インフラが建設ま
たは更新される際に、日常的にこれらの
システムを利用し、不便を強いられる一
般市民への配慮も不可欠です。

複雑なプロジェクト 

強靭で持続可能な交通インフラへの世
界的な投資が加速する中、世界各国の
政府は BIM の活用を義務化していま
す。これにより、標準化された情報管理
（ISO 19650）やオープン スタンダード
（IFC、BCF）の採用を通じてデータのサ
イロ化が解消され、資産ライフサイクル
全体にわたって、保守や運用のためにモ
デルを効率的に活用できるようになって
います。

交通インフラのオーナーやステークホル
ダーは、これらの要件に対応し、標準を
実装し、プロジェクトにおける BIM の利
点を最大限に活用するために、デジタル 
プロジェクト デリバリーにますます注目
しています。

義務化とオープン 
スタンダード 

新たな交通インフラを実現するには熟練
した人材が必要ですが、ヨーロッパと北
米では建設労働者の 20% 以上が 55 歳を
超えています。7 引退者の数が、この分
野に新しく参入する人材を上回る状況と
なっています。

世界経済フォーラムが発表した「雇用の
未来レポート 2025」8 によると、現在の
労働現場におけるスキルの 39% が 2030 
年までに陳腐化し、建設業は最も混乱の
リスクが高い産業の 1 つであることが明
らかになりました。高度なデジタル ツー
ルは、これらの課題に対処し、それを新
たな機会へと変える手助けとなります。

熟練労働者の不足 

* 7	「AECO 業界における雇用の未来レポート: デジタル化と人材の現実」

https://www.weforum.org/publications/the-future-of-jobs-report-2025/
https://www.linkedin.com/pulse/future-jobs-report-aeco-digitalization-workforce-realities-posea-s1odf/
https://www.linkedin.com/pulse/future-jobs-report-aeco-digitalization-workforce-realities-posea-s1odf/
https://www.linkedin.com/pulse/future-jobs-report-aeco-digitalization-workforce-realities-posea-s1odf/
https://www.linkedin.com/company/world-economic-forum/?trk=article-ssr-frontend-pulse_little-mention&originalSubdomain=ch
https://www.linkedin.com/pulse/future-jobs-report-aeco-digitalization-workforce-realities-posea-s1odf/
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建築、エンジニアリング、建設業界の企業に
とって、デジタル ツールの統合は、機会を最大
化し、より持続可能で強靭な交通インフラを実
現するために不可欠です。

道路、鉄道、その他関連インフラの建設は極め
て複雑な事業です。交通インフラ プロジェクト
には、既存の交通システムへの影響や中断を最
小限に抑えるための綿密な計画が必要であり、
同時にあらゆる段階で発生する課題や変更に柔
軟に対応できることが求められます。

たとえば、鉄道プロジェクトでは、初期の実現
可能性調査から完全な運用資産に至るまで、多
くの分野にわたる調整が必要となります。

多くの場合、共同作業者はプロジェクト ライフ
サイクル全体を通じてサイロ化された状態で作

6

進むべき道としての
デジタル プロジェクト デリバリー

コミュニケーション、ビジュアライゼーショ
ン、そして安全性は、この業界がイノベーショ
ンとデジタル化を推進する上で重要な要素で
す。デジタル プロジェクト デリバリーでは、
これらの要素をすべてひとつに統合できます。

ペンシルベニア州運輸局 エンジニアリング自動化・
サービス部長/Kelly M. Barber 氏

業しています。ファイル同士が連携しなければ、
一方の設計はもう一方に反映されません。その結
果、干渉、手戻り、データ損失が積み重なり、コ
スト超過やプロジェクトの遅延につながってしま
います。
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交通工学チーム

ゼネコン 測量士

水道エンジニア
オーナー

GIS エンジニア

プロジェク
ト管理者

見積もり担当者

交通工学チーム

ゼネコン 測量士

水道エンジニア
オーナー

GIS エンジニア

プロジェク
ト管理者

見積もり担当者

7

• �コミュニケーションとコラボレーションの強化:

�相互運用性により分野横断的なコラボレーションが促進
され、納期短縮、チームの生産性やデータ交換の向上に
つながります。さらに、現場での変更依頼も削減されま
す。

• �より高品質な設計と効率的な設計プロセス:

�ビジネスをデジタルに変革することで、プロジェクトの
ライフサイクル全体を通じて設計プロセスが効率化さ
れ、長期的に価値を持つ交通インフラ資産を提供できる
ようになります。

• 競争力を維持し、より多くの仕事を獲得する:

�設計品質を高め、プロジェクトをより効率的に遂行する
ことで、効果的な意思決定を促進し、チームや関係者へ
の情報共有を確実にし、最終的にはより多くのビジネス
獲得につながります。

共通データ環境（CDE）の価値の視覚的表現

従来型 共通データ環境（CDE）

デジタル プロジェクト デリバリーは、このようなエラーを
減らし、あらゆる種類および規模の交通インフラ プロジェ
クトにおけるビジネス成果を向上させることができます。
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デジタル プロジェクト デリバリーのツールを活用することで、企業は 
BIM の義務化やオーナーの要求に対応し、収益性の高い政府のインフラ 
プロジェクトを含む、より多くの案件を獲得できます。BIM 分野のリー
ダーであるオートデスクは、より優れた働き方と成果の実現を目指す交
通関連企業にとって、最適な技術パートナーです。

デジタル プロジェクト デリバリーは、チームのコラボレーションを強
化し、業務効率の向上、意思決定とプロジェクト成果の最適化を実現
し、組織を未来に備えた体制へと導きます。

8

ビジネスの成長 
オーナーの要件を満たし、競争力を維持し、収益性の高い政府の交
通インフラ プロジェクトを獲得します。

品質の向上 
より優れた設計を実現し、手戻りを削減します。

より良い意思決定 
すべての関係者と関連データをリアルタイムで考慮し、意思決定を
最適化します。

運用効率 
異なる分野間の相互運用性を通じてコミュニケーションとコラボ
レーションを改善し、時間とコストを削減します。

リスク管理の向上 
設計やプロジェクトの複雑さを、優れたコミュニケーションとクラ
ウド コラボレーションに基づく信頼できる一元的な情報ソースに
よって管理します。

将来を見据えた人材 
デジタル社会において強靭な交通システムを運営および維持でき
る、自信ある人材プールの構築を支援します。

デジタル プロジェクト デリバリーがもたらす機会
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デジタル プロジェクト デリバリーに
おける標準化されたプロセスの重要性

交通インフラ プロジェクトの極めて複雑かつ大規模な性質
から、今日の道路や鉄道建設プロジェクトがツール、人、プ
ロセスの連携によって生み出す膨大な情報を管理するために
は、効果的に構築されたアプローチが不可欠です。また、す
べての関係者にプロジェクトの進捗を常に最新の状態で共有
することも求められます。

ISO 19650 は BIM 標準の進化における画期的な指標であ
り、デジタル プロジェクト デリバリーの特徴である複雑で
相互に関連するデータ フローを体系化するための標準化さ
れた枠組みを提供します。その目的は、関わるすべての人が
自らの責任とタスクのタイミングを理解することで、リスク
を軽減し、プロジェクトの成功を高めることにあります。

ISO 19650 は、世界的に交通エンジニアやオーナーによっ
て徐々に採用が進んでおり、特にヨーロッパと北米で広がり
を見せています。

ISO 19650 などの標準には、次のような利点があります。

• プロジェクト成果の向上:
データが体系化され、品質確認が行われることで、プロ
ジェクト ライフサイクル全体を通じてより信頼性の高い情
報が得られます。

• 自信とセキュリティの向上:
各チーム メンバーが自分の役割と責任を明確に把握できま
す。

• 効率的な情報管理:
情報が一元管理されることで、データへのアクセスや利用
が効率化されます。

• 一貫性と明確さ:
ファイルが明確に識別され、適切に使用されます。

政府による標準化されたプロセスの要求が増える中、より
多くの交通関連企業もそれらを推進しています。

オートデスク 業界アソシエイト戦略責任者/Marek Suchocki

組織が ISO 19650 のプロトコルに従っている場
合、プロジェクトに関わるすべての人は、アクセ
スするデータが適切であり、使用目的を示すよう
体系化されていることに自信を持つことができま
す。
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AECOM 社 交通プロジェクト リード/
Sergio Alemany 氏

スペインでは、契約に BIM 計画
が施行され、公共入札に BIM 要
件を含めることが義務化されまし
た。これにより、政府は公共機関
に対して、自らの仕様に BIM 要
件を含めることを義務化していま
す。

BIM の義務化は、交通インフラ プロジェクト
のデジタル化における転換点となっています。
オートデスクは数十年にわたり、BIM を通じ
て、ソフトウェアの相互運用性とプロジェクト 
チームのコラボレーションを強化するために、
オープン スタンダードを積極的に採用し、よ
りオープンな働き方を推進してきました。1 つ
のプロジェクトに数百人が関わり、さまざまな
チームや業界ソリューションが関与する場合、
成功のためにはコラボレーション、相互運用
性、セキュリティの向上が不可欠です。

オートデスクは、業界標準への取り組みと
オープン プラットフォームである Autodesk 
Construction Cloud（ACC）に加え、長年にわ
たる主要業界との戦略的提携やパートナーシッ
プの推進を組み合わせることで、標準化された
プロセスを支援し、連携されたワークフローを
構築し、デジタル プロジェクト デリバリーの利
点を最大限に引き出しています。

クラウドベースのコラボレーションによ
る標準の設定と達成

ACC は、データおよび文書管理のための一元化
されたプラットフォームを提供することで、ISO 
19650 の導入を支援します。その利点は次のと
おりです。

Kathib & Alami 社 デリバリー部門シニア マネージャー/
Imad Sabonji 氏

ISO 19650 の採用と Autodesk 
Construction Cloud（ACC）を共通
データ環境（CDE）として導入したこと
で、異なる設計センターやリソース間で
のコラボレーションが可能になりまし
た。その結果、生産性が実際に 40% 向
上しました。

• 簡素化された設定:
オープン プラットフォームにより、ISO
19650 標準に準拠したプロジェクトの設定が
容易になり、ユーザーがデジタル プロジェク
ト デリバリー プロセスを導入する際の複雑
さが軽減されます。

• 高品質なワークフロー:
プロジェクト参加者は自分の役割を迅速に理
解でき、情報が効果的に計画および管理され
ます。

• 一元化されたデータ アクセス: 関係者は必要
な情報にアクセスでき、コラボレーションが
強化され、エラーのリスクが低減します。

• 自動化されたチェックと承認: データは正し
く命名され、アップロードされ、使用が承認
されます。

最新のデジタル プロジェクト デリバリー標準を
採用し、クラウド上で異なる分野が協働できる
ようにする交通インフラ プロジェクトは、より
効率的で生産性が高くなり、主要な道路や鉄道
の建設および運用に内在する複雑性に透明性を
もたらします。
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アルプスでのトンネル鉄道の成功
をデジタル プロジェクト デリバ
リーで実現
全長 270km のモン・スニ基底トンネルは、フラ
ンスとイタリアを結ぶ画期的なプロジェクトの
中心に位置しています。

その複雑な地質条件には高度な建設技術が求め
られます。Autodesk Construction Cloud と高
度な BIM ツールを活用することで、プロジェク
ト チームはシームレスなデータ統合とデジタル
コラボレーションを実現しています。

これらの最先端ソリューションにより、実際の
施工開始前に仮想建設や積極的な課題解決が可
能となり、施工の正確性と長期的な維持管理の
効率性が確保されます。

11

3 | 標準化されたプロセス

ストーリーを読む Consortium CO 6–7 BIM マネージャー/Michele 
Positano 氏

BIM とは、事前に仮想的に建物を構築
することを意味します。現場で発生し
うる課題は、仮想フェーズの段階で予
測されます。

https://www.autodesk.com/customer-stories/telt-consortium-co-6-7-story
https://www.autodesk.com/customer-stories/telt-consortium-co-6-7-story
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信頼できるツールと 
パートナーシップの活用

第 4 章

交通プロジェクトは非常に複雑であり、プロ
ジェクト チームにはさまざまなソリューション
が求められます。オートデスクはすでに幅広い
ポートフォリオの中で多くのソリューションを
統合しており、さらに相互運用性への投資や業
界パートナーとの提携を通じて、交通インフラ 
プロジェクトに対応する包括的なツールセット
を提供しています。

オートデスクのソリューションは、安全な共通
データ環境（CDE）を通じてデジタル プロジェ
クト デリバリー プロセスを実現します。これに
より、関係者は必要な最新情報に基づく適切な
インサイトにアクセスでき、新たな水平および
垂直設計の機能を活用して、プロジェクトを迅
速に推進することが可能になります。

AECOM 社 交通プロジェクト リード/Sergio Alemany 氏

日々のプロジェクトで、多くのオートデスク製品を定
期的に使用しています。それらを使う理由は、他でも
なく長年利用してきた実績があるからです。クライア
ントにとっても馴染みがあり、社員も使い慣れてい
て、私たちが求めるソリューションを提供してくれる
のです。

時には何百人ものチーム メンバーからなるプロ
ジェクトもあるため、全員が信頼できる一元的な情
報ソースにアクセスし、ほぼリアルタイムで適切に
コラボレーションできるような仕組みが必要なので
す。

サーバーや IT、接続性の課題に依存して、必要な
ときに正しいファイルを見つけられないような事態
は避けなくてはなりません。

Kathib & Alami 社 デリバリー部門シニア マネージャー/Imad 
Sabonji 氏



章

交通インフラ プロジェクトがますます複雑化
するのと同様に、設計、建設、運用プロセスの
あらゆる側面を網羅するために必要とされるソ
リューションも複雑化しています。

オートデスクのオープン プラットフォームと業
界パートナーシップを活用することで、エンジ
ニアリング企業は社会、自然、環境の文脈を踏
まえて計画、設計を行うことができます。

業界パートナーシップによる 
デジタル化への取り組み

第 5 章

効率向上ツール: 
サブサーフェス データ解析

Fugro とのパートナーシップにより、
Autodesk Civil 3D ソフトウェア用の GeoDin® 
Ground プラグインがリリースされました。

GeoDin® は、建設プロセスで収集されるさまざ
まなサブサーフェス データを統合する、包括的
な地質工学データ管理ソフトウェアです。この
統合は、顧客に最も有用なデータを提供し、資
産開発の精度と効率を高めるための次なる大き
なステップとなります。

気候への配慮: 
炭素評価を 組み込んだ道路設計

ORIS とのパートナーシップにより、Civil 3D 
に炭素評価と排出量モデリング機能が組み込
まれました。

ORIS の認定計算ツールは、プロセスを効率化
し、包括的な影響評価を提供するとともに、
道路設計におけるエンボディド カーボン排出
量を定量化します。

連携と相互運用性: 
BIM と GIS

オートデスクと Esri の戦略的提携は業界初の取り
組みです。これにより、プランナー、エンジニア
リング企業、建設業者、オーナーは、プロジェク
ト ライフサイクル全体にわたってチーム、ワーク
フロー、データをつなげ、自然環境と人工環境を
統合することが可能になります。

相互運用可能なプラットフォームは、チームが新
しいインフラや既存資産を構想、設計、構築、管
理することを支援し、より的確な意思決定、ス
マートなワークフロー、そして強靭な未来を実現
します。
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持続可能性と 
AI による未来への投資

第 6 章

オートデスクの 2025 年度版『デザインと創造の業界動向調
査』レポートによると、デジタル トランスフォーメーショ
ンの取り組みは圧倒的に前向きな影響をもたらしており、持
続可能性は「負担」から「収益性」へと移行しつつありま
す。

デジタル成熟度の高い土木エンジニアリング企業のうち、
73% が予期せぬ変化に十分対応できる体制を整えており、
35% が自社の内部データを活用して競争力を高めていま
す。一方、デジタル成熟度の低い企業では、その割合は 
52% と 27% にとどまっています。 

次の変革の波は、AI を日常的なワークフローに取り入れる
ことにあります。これにより、交通エンジニアは今日の課題
を解決するための余力を高めることができます。同レポー
トによると、デジタル成熟度の高い土木エンジニアリング
企業のリーダーの 75% が AI への投資を増やすと回答して

Arcadis 社 シニア プロジェクト マネージャ/
Ann Blanchard 氏

大容量のファイルを添付したメー
ルを送信したり、作業現場に出向
いたりする必要がなくなったこと
で、その分のカーボン排出量を削
減することができました。

おり、これは成熟度の低い企業の 65% と比べて高い割合と
なっています。言い換えれば、最近の AI をめぐる熱狂は、
急速に現実のものとなりつつあるのです。

これらの数値は、より多くのデジタル ワークフローを採用
することで市場に新たな機会が生まれるため、企業は従業員
が一層スマートに協働し、あらゆる意思決定に自信を持つこ
とが必要であることを示しています。

たとえば、グローバルな設計、エンジニアリング、コンサ
ルティング企業である Arcadis は、最近のプロジェクトにお
いてオートデスクの施工管理ソフトウェアを活用し、オハ
イオ州有料道路およびインフラ委員会向けに 20 ヶ所の料金
所を近代化しました。Arcadis は Autodesk Construction 
Cloud と Autodesk Build を活用してコミュニケーションと
コラボレーションを一元化し、このプロジェクトのカーボン
排出量を 50 トン削減することに成功しました。

https://damassets.autodesk.net/content/dam/autodesk/www/pdfs/2025-sdm-report-final.pdf
https://damassets.autodesk.net/content/dam/autodesk/www/pdfs/2025-sdm-report-final.pdf
https://construction.autodesk.com/resources/customers/how-arcadis-delivered-a-large-scale-toll-road-update-under-budget/
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AI による持続可能な未来 

WEF の「雇用の未来レポート 2025」では、AI、
クラウド コンピューティング、ビッグデータを、
全産業における最も変革的なトレンドとして取り
上げています。AECO 分野を再構築している 4 つ
の主要なデジタル トレンドは次のとおりです。

1.AI によるプロジェクト管理 

2.デジタル ツインとリアルタイム分析

3.現場における自動化とロボティクス 

4.IoT 対応のスマート現場 

オートデスクは 2000 年代初頭から AI の研究開
発に投資しており、交通分野の意思決定者がこれ
らの機会を最大限に活用し、持続可能性要件に対
応するとともに、プロジェクトの精度、納期、コ
スト効率を改善できるよう支援しています。

15

AI が交通ビジネスを支援する方法

交通業界は、データと連携したワークフローを活用してビジ
ネスの機会やインサイトを生み出すことで、将来への備えを
強化し、より強靭になります。標準化されたプロセスを導入
することで、データを最大限に活用でき、デジタル ツイン
の提供、AI によるプロセスの拡張と自動化、さらにはデー
タ分析による利益率や受注率の向上が可能になります。

私たちはすでにすべての情報をクラウド
に保存しています。過去のデータからよ
り多くのインサイトを得て、パターンを
見出し、以前のプロジェクトで発生した
課題や出来事から、新しいプロジェクト
の改善点を見つけることは非常に重要で
す。

Kathib & Alami 社 デリバリー部門シニア マネー
ジャー/Imad Sabonji 氏

• プロセスに AI を活用して拡張および自動化 すること
で、反復的なワークフローを削減し、生産性を飛躍的に
向上させ、人材の能力を最大限に引き出します。

• 予測分析を実行 して先を見通し、市場のニーズや変動に
自社の事業を適応させます。

• データを分析してより深いインサイトを得ることで、事
業の健全性を十分に理解し、利益率の向上、新規案件の
獲得、そして新しい提供価値の革新につなげます。

• クラウドや連携された建設プラットフォームを活用し、
ワークフローの効率化、持続可能性の向上、そしてイン
フラにおける高度なリスク評価を実現します。
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AI 時代における信頼と透明性

オートデスクは、AI 政策の策定と推進に向けて政策立
案者と協力しています。米国では、国立標準技術研究
所（NIST）が運営する AI Safety Institute Consortium
（AISIC）のメンバーとして、オートデスクは複数の産業に
わたる AI 安全基準とガイドラインの確立に取り組む強力な
連合の一員となっています。またオートデスクは、EU の AI 
協定に署名した最初の企業グループの一員でもあり、EU に
おける AI 規制に準拠するために積極的かつ自主的な取り組
みを行っています。

交通分野の意思決定者にとって、AI と持続可能性へのオー
トデスクの投資は、現代のインフラ開発における課題に取り
組むための重要な次の一歩です。AI と持続可能な取り組み
を活用することで、オートデスクは強靭で効率的かつ環境的
に責任あるインフラを構築するために必要なツールと技術を
提供します。

AECOM 社 交通プロジェクト リード/Sergio Alemany 氏

将来を見据えると、私たちが期待しているのは、モデリング
の自動化や人工知能ソリューションといった機能を統合で
きるソリューションだけではありません。同じ CDE（共通
データ環境）内で異なるソフトウェアを進化させ、統合する
ことも求めています。これらすべての要件が統合され、私た
ちの仕事がより容易になることを願っています。
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お問い合わせ

デジタル ジャーニーの
次なるステップ

第 7 章

建築、エンジニアリング、建設、運用の各分野は、新しいイ
ンフラ需要の増加、より優れた持続可能性成果、そしてより
体系的で標準化されたプロセスに牽引され、成長を続けてい
ます。業界はデジタル化の未来を受け入れ、データを最大限
に活用する努力をしなければなりません。

オートデスクは、今日そして将来の交通インフラ プロジェ
クトに必要なものを理解しており、成功のためのワンストッ
プ ソリューションを提供します。業界をリードするプラッ
トフォーム、オープン スタンダード対応、そして主要パー
トナーシップの組み合わせにより、組織は交通分野が今後数
年間に提示するあらゆるエキサイティングな機会を最大限に
活用できるよう備えることができます。

もし組織を技術主導の未来へ進める準備ができているなら、
オートデスク パートナーとのミーティングを予約し、目標
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私たちは皆、デジタル ジャーニーの途上にいると
思います。すべてを一度に実現することは不可能で
す。しかし、誰もが動き出さなければなりません
し、実際に動いています。そうしなければ、本当に
取り残されてしまいます。ですから、焦点を正しく
定め、優先順位を正しく設定する必要があります。
そして、それを戦略の一部として確実に実行する必
要があります。

Arcadis 社 鉄道・交通部門グローバル ディレクター/
Bas Bollinger 氏

https://www.autodesk.com/jp/industry/transportation#contact
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